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(57)【要約】
【課題】衛生的に取り扱うことができる乳幼児用センサ
ー装置を提供する。
【解決手段】乳幼児から取得される情報をコンピュータ
ーに出力するための乳幼児用センサー装置であって、乳
幼児の手または足に装着するための装着部材と、前記情
報を取得する少なくとも一つのセンサーを含むセンサー
ユニットと、を有し、前記センサーユニットは前記装着
部材に対して着脱可能である。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乳幼児から取得される情報をコンピューターに出力するための乳幼児用センサー装置で
あって、
　乳幼児の手または足に装着するための装着部材と、
　前記情報を取得する少なくとも一つのセンサーを含むセンサーユニットと、
　を有し、
　前記センサーユニットは前記装着部材に対して着脱可能であることを特徴とする乳幼児
用センサー装置。
【請求項２】
　前記装着部材は、前記センサーユニットを収容するための収容部を有することを特徴と
する請求項１記載の乳幼児用センサー装置。
【請求項３】
　前記収容部は、前記センサーユニットを出入するための開口部を有し、
　前記開口部は、前記収容部に前記センサーユニットを入れた状態で開閉可能となってい
ることを特徴とする請求項２記載の乳幼児用センサー装置。
【請求項４】
　前記装着部材は、係合可能な一対のベルト部材を有し、
　前記ベルト部材は、前記乳幼児の手または足のサイズに応じて係合位置が変更可能とな
っていることを特徴とする請求項１から３のいずれか一つに記載の乳幼児用センサー装置
。
【請求項５】
　前記装着部材は、水洗い可能であることを特徴とする請求項１から４のいずれか一つに
記載の乳幼児用センサー装置。
【請求項６】
　前記装着部材は、布製であることを特徴とする請求項５記載の乳幼児用センサー装置。
【請求項７】
　前記開口部の内側には面ファスナーが設けられており、
　前記開口部が前記面ファスナーを用いて閉じられた際に、当該面ファスナーは外部に露
出しないことを特徴とする請求項３記載の乳幼児センサー装置。
【請求項８】
　前記センサーユニットは、外装ケースを含み、
　前記センサーは、乳幼児の声を収集するマイクロフォンを含み、
　前記センサーユニットの前記装着部材に対する出入方向において、前記外装ケースの、
前記マイクロフォンが配置されている側に、穴が形成されていることを特徴とする請求項
１～７のいずれか一つに記載の乳幼児用センサー装置。
【請求項９】
　前記センサーユニットは外部に対して所定の警告を行う警告部を含み、
　前記警告部は、前記センサーからの出力が所定時間無い場合に前記コンピューターから
送信される警告信号に基づいて前記所定の警告を行うことを特徴とする請求項１～８のい
ずれか一つに記載の乳幼児用センサー装置。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一つに記載の乳幼児用センサー装置と通信可能なコンピュータ
ーに、
　前記センサーユニットから出力された信号を処理して、前記乳幼児の睡眠状態の多さを
評価する第１処理、前記センサーユニットから出力された信号を処理して、前記乳幼児の
笑っている状態の多さを評価する第２処理、及び前記センサーユニットから出力された信
号を処理して、前記乳幼児の動いている状態の多さを評価する第３処理のうちの、少なく
とも二つの処理と、
　前記コンピューターの画面に、前記乳幼児の気分状態の良さの程度を示す主インジケー
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ターを備えた主アイコンを表示させる処理と、
　前記主アイコンがタップ操作された場合に、前記少なくとも二つの処理に基づいて、前
記コンピューターの画面に、前記乳幼児の睡眠状態の多さの程度を示す第１インジケータ
ーを備えた第１アイコン、前記乳幼児の笑っている状態の多さの程度を示す第２インジケ
ーターを備えた第２アイコン、及び前記乳幼児の動いている状態の多さの程度を示す第３
インジケーターを備えた第３アイコンのうちの、前記少なくとも二つの処理に対応する少
なくとも二つのアイコンを表示させる処理と、
　を実行させるプログラムであって、
　前記主アイコンを表示させる処理において、前記主インジケーターによって示される程
度は、前記少なくとも二つのアイコンに備えられた各インジケーターによって示される程
度に基づいて決定された程度であることを特徴とするプログラム。
【請求項１１】
　請求項１～９のいずれか一つに記載の乳幼児用センサー装置と通信可能なコンピュータ
ーに、
　前記センサーユニットから出力された信号を処理して、前記乳幼児の体温を評価する第
１処理、前記センサーユニットから出力された信号を処理して、前記乳幼児の心拍数を評
価する第２処理、及び前記センサーユニットから出力された信号を処理して、前記乳幼児
のおむつ交換の頻度を評価する第３処理のうちの、少なくとも二つの処理と、
　前記コンピューターの画面に、前記乳幼児の健康状態の良さの程度を示す主インジケー
ターを備えた主アイコンを表示させる処理と、
　前記主アイコンがタップ操作された場合に、前記少なくとも二つの処理に基づいて、前
記コンピューターの画面に、前記乳幼児の体温を示す第１インジケーターを備えた第１ア
イコン、前記乳幼児の心拍数を示す第２インジケーターを備えた第２アイコン、及び前記
乳幼児のおむつ交換の頻度を示す第３インジケーターを備えた第３アイコンのうちの、前
記少なくとも二つの処理に対応する少なくとも二つのアイコンを表示させる処理と、
　を実行させるプログラムであって、
　前記主アイコンを表示させる処理において、前記主インジケーターによって示される程
度は、前記少なくとも二つのアイコンに備えられた各インジケーターによって示される程
度に基づいて決定された程度であることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、乳幼児用センサー装置及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　乳幼児は、言葉によるコミュニケーションが不十分であるため、育児に不慣れな者にと
っては、乳幼児の状態を把握することが困難である。
【０００３】
　ここで、たとえば特許文献１には、対象者の腕等に携帯型フィットネスモニタリングデ
バイスを装着し、体の状態をモニタリングする構成が記載されている、また、特許文献１
では、モニターしたデータをパーソナルコンピューター等と通信させて利用する技術も記
載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－２６７２６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１の構成は、アスリートなどの大人を対象としたものであり、乳幼児
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を対象としたものではない。
【０００６】
　特に、乳幼児は衛生面で配慮することが望まれるところ、特許文献１のような構成では
、デバイスが汚れた場合であっても洗うことができず、衛生面で問題がある。
【０００７】
　本発明の目的は、衛生的に取り扱うことが可能な技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するための主たる発明は、乳幼児から取得される情報をコンピューター
に出力するための乳幼児用センサー装置であって、乳幼児の手または足に装着するための
装着部材と、前記情報を取得する少なくとも一つのセンサーを含むセンサーユニットと、
を有し、前記センサーユニットは前記装着部材に対して着脱可能である。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、乳幼児用センサー装置を衛生的に取り扱うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施形態に係る乳幼児用モニタリングシステムを示す図である。
【図２】実施形態に係る装着部材を示す図である。
【図３】実施形態に係るセンサーユニットを示す図である。
【図４】実施形態に係るセンサーユニットを示す図である。
【図５】実施形態に係るセンサー装置を示す図である。
【図６】実施形態に係るセンサー装置を示す図である。
【図７】コンピューター３の機能上の構成を示すブロック図である。
【図８】乳幼児の気分状態を示す流れを表すフローチャート図である。
【図９】コンピューター３のログイン画面５００を説明する図である。
【図１０】メイン画面５１０を説明する図である。
【図１１】ＨＡＰＰＩＮＥＳＳ画面５２０を説明する図である。
【図１２】ＨＥＡＬＴＨ画面５３０を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本明細書及び添付図面の記載により、少なくとも以下の事項が明らかとなる。
　乳幼児から取得される情報をコンピューターに出力するための乳幼児用センサー装置で
あって、
　乳幼児の手または足に装着するための装着部材と、
　前記情報を取得する少なくとも一つのセンサーを含むセンサーユニットと、
　を有し、
　前記センサーユニットは前記装着部材に対して着脱可能であることを特徴とする乳幼児
用センサー装置。
【００１２】
　このような乳幼児用センサー装置は、乳幼児の身体に直接装着する装着部材とセンサー
ユニットとを別部材で構成している。よって、装着部材からセンサーユニットを取り外す
ことで、汚れやすい装着部材のみを洗う（または装着部材のみを取り替える）ことができ
る。よって、乳幼児用センサー装置を衛生的に取り扱うことが可能となる。
【００１３】
　かかる乳幼児用センサー装置であって、前記装着部材は、前記センサーユニットを収容
するための収容部を有することが望ましい。
【００１４】
　このような乳幼児センサー装置によれば、収容部にセンサーユニットを収容することで
、センサーユニットは装着部材に内包される。よって、洗うことが困難であるセンサーユ
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ニットの汚れを防げることから、センサー装置を衛生的に取り扱うことができる。また、
センサーユニットが外部に露出しないため、センサー装置が誤って乳幼児の体に当った場
合でも怪我をする可能性が低い。
【００１５】
　かかる乳幼児用センサー装置であって、前記収容部は、前記センサーユニットを出入す
るための開口部を有し、前記開口部は、前記収容部に前記センサーユニットを入れた状態
で開閉可能となっていることが望ましい。
【００１６】
　このような乳幼児センサー装置によれば、収容部に開口部を設け、且つ開閉可能とする
ことで、センサーユニットを装着部材に内包した状態で開口部を閉じることができる。よ
って、装着部材からセンサーユニットを外れ難くできる。また、センサーユニットが外れ
難いことから、乳幼児がセンサーユニットを誤飲する恐れも低減できる。
【００１７】
　かかる乳幼児用センサー装置であって、前記装着部材は、係合可能な一対のベルト部材
を有し、前記ベルト部材は、前記乳幼児の手または足のサイズに応じて係合位置が変更可
能となっていることが望ましい。
【００１８】
　このような乳幼児センサー装置によれば、ベルト部材を設けることにより、手足のサイ
ズが異なる乳幼児に対しても装着部材を確実に装着させることができる。
【００１９】
　かかる乳幼児用センサー装置であって、前記装着部材は、水洗い可能であることが望ま
しい。
【００２０】
　このような乳幼児センサー装置によれば、装着部材を水洗いするだけでよいため、簡易
な方法によりセンサー装置を衛生的に保つことができる。
【００２１】
　かかる乳幼児用センサー装置であって、前記装着部材は、布製であることが望ましい。
【００２２】
　このような乳幼児センサー装置によれば、装着部材を布製とすることにより、水洗いし
ても腐食することがない。また、乳幼児の肌に直接触れる部分を肌触りが良い布製とする
ことで乳幼児にとって快適である。
【００２３】
　かかる乳幼児用センサー装置であって、前記開口部の内側には面ファスナーが設けられ
ており、前記開口部が前記面ファスナーを用いて閉じられた際に、当該面ファスナーは外
部に露出しないことが望ましい。
【００２４】
　このような乳幼児センサー装置によれば、開口部が閉じられた際に面ファスナーが外部
に露出しないので、面ファスナーが乳幼児の肌に触れる機会を低減できる。
【００２５】
　かかる乳幼児用センサー装置であって、前記センサーユニットは、外装ケースを含み、
前記センサーは、乳幼児の声を収集するマイクロフォンを含み、前記センサーユニットの
前記装着部材に対する出入方向において、前記外装ケースの、前記マイクロフォンが配置
されている側に、穴が形成されていることが望ましい。
【００２６】
　このような乳幼児センサー装置によれば、乳幼児の声を取得し易くなる。
【００２７】
　かかる乳幼児用センサー装置であって、前記センサーユニットは外部に対して所定の警
告を行う警告部を含み、前記警告部は、前記センサーからの出力が所定時間無い場合に前
記コンピューターから送信される警告信号に基づいて前記所定の警告を行うことが望まし
い。
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【００２８】
　このような乳幼児センサー装置によれば、母親等が乳幼児からセンサー装置が外れたこ
とに気が付きやすくなる。
【００２９】
　また、上記の乳幼児用センサー装置と通信可能なコンピューターに、前記センサーユニ
ットから出力された信号を処理して、前記乳幼児の睡眠状態の多さを評価する第１処理、
前記センサーユニットから出力された信号を処理して、前記乳幼児の笑っている状態の多
さを評価する第２処理、及び前記センサーユニットから出力された信号を処理して、前記
乳幼児の動いている状態の多さを評価する第３処理のうちの、少なくとも二つの処理と、
前記コンピューターの画面に、前記乳幼児の気分状態の良さの程度を示す主インジケータ
ーを備えた主アイコンを表示させる処理と、前記主アイコンがタップ操作された場合に、
前記少なくとも二つの処理に基づいて、前記コンピューターの画面に、前記乳幼児の睡眠
状態の多さの程度を示す第１インジケーターを備えた第１アイコン、前記乳幼児の笑って
いる状態の多さの程度を示す第２インジケーターを備えた第２アイコン、及び前記乳幼児
の動いている状態の多さの程度を示す第３インジケーターを備えた第３アイコンのうちの
、前記少なくとも二つの処理に対応する少なくとも二つのアイコンを表示させる処理と、
を実行させるプログラムであって、前記主アイコンを表示させる処理において、前記主イ
ンジケーターによって示される程度は、前記少なくとも二つのアイコンに備えられた各イ
ンジケーターによって示される程度に基づいて決定された程度であることを特徴とするプ
ログラム。
【００３０】
　乳幼児が「楽しい、幸せ」と感じることが脳の発達を促すとも考えられており、一般的
に、よく眠り、よく笑い、よく遊ぶことが乳幼児の体の成長にも脳の成長にもよいとされ
ている。しかし、これらはいずれか一つが多い状態というのは好ましくなく、バランスよ
く睡眠、笑い、遊びを行うことが好ましい。
　このようなプログラムによれば、乳幼児の気分状態を少なくとも二つ以上のインジケー
ターで示された値に基づいて示すため、信頼性の高い評価を行うことができる。
【００３１】
　また、上記の乳幼児用センサー装置と通信可能なコンピューターに、前記センサーユニ
ットから出力された信号を処理して、前記乳幼児の体温を評価する第１処理、前記センサ
ーユニットから出力された信号を処理して、前記乳幼児の心拍数を評価する第２処理、及
び前記センサーユニットから出力された信号を処理して、前記乳幼児のおむつ交換の頻度
を評価する第３処理のうちの、少なくとも二つの処理と、前記コンピューターの画面に、
前記乳幼児の健康状態の良さの程度を示す主インジケーターを備えた主アイコンを表示さ
せる処理と、前記主アイコンがタップ操作された場合に、前記少なくとも二つの処理に基
づいて、前記コンピューターの画面に、前記乳幼児の体温を示す第１インジケーターを備
えた第１アイコン、前記乳幼児の心拍数を示す第２インジケーターを備えた第２アイコン
、及び前記乳幼児のおむつ交換の頻度を示す第３インジケーターを備えた第３アイコンの
うちの、前記少なくとも二つの処理に対応する少なくとも二つのアイコンを表示させる処
理と、を実行させるプログラムであって、前記主アイコンを表示させる処理において、前
記主インジケーターによって示される程度は、前記少なくとも二つのアイコンに備えられ
た各インジケーターによって示される程度に基づいて決定された程度であることを特徴と
するプログラム。
【００３２】
　乳幼児の体温や心拍数の数値は直接的に健康状態を示す目安であり、また、乳幼児が着
用しているおむつの交換頻度が少ないと肌がかぶれてしまい、肌荒れを引き起こす原因と
なってしまう。したがって、体温、心拍数、及びおむつの交換頻度は、幼児の健康状態を
知るために、非常に重要な要因である。
　このようなプログラムによれば、乳幼児の健康状態を少なくとも二つ以上のインジケー
ターで示された値に基づいて示すため、信頼性の高い評価を行うことができる。
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【００３３】
　＝＝＝実施形態＝＝＝
＜乳幼児用モニタリングシステムの構成＞
　図１は、実施形態に係る乳幼児用モニタリングシステム１を示す概略図である。乳幼児
用モニタリングシステム１は、センサー装置２とコンピューター３とを含んで構成される
。センサー装置２とコンピューター３との通信は、無線または有線によりリアルタイムで
行うことができる。
【００３４】
　センサー装置２は、乳幼児の手または足に装着され、乳幼児から取得される各種情報を
コンピューター３に出力するための装置である（詳細は後述）。図１では、センサー装置
２が乳幼児の手に装着された例を示す。センサー装置２は、「乳幼児用センサー装置」の
一例である。本実施形態において、乳幼児とは、小学校に就学する前の子供をいい、例え
ば、６歳未満の児をいう。
【００３５】
　コンピューター３は、センサー装置２から出力された情報を受信し、各種の処理を行い
、その結果を表示部３ａに表示させる。コンピューター３は、たとえばスマートフォンや
タブレット端末である。コンピューター３は、ダウンロードしたプログラムを実行するこ
とで育児支援に関する各種の処理を実行する。
【００３６】
＜センサー装置の構成＞
　次に、図２～図４を参照して本実施形態に係るセンサー装置２の構成について説明を行
う。センサー装置２は、装着部材１０及びセンサーユニット２０を含んで構成されている
。センサーユニット２０は装着部材１０に対して着脱可能である。図２は、装着部材１０
の外観を示す図である。図３は、センサーユニット２０の外観を示す図である。図４は、
センサーユニット２０の内部構成を示す概略図である。
【００３７】
（装着部材）
　装着部材１０は、センサー装置２を乳幼児の手または足に装着するための部材である。
【００３８】
　図２に示すように、本実施形態における装着部材１０は、薄型の第１の部材１０ａ及び
第２の部材１０ｂを重ねて形成されている。第１の部材１０ａは、装着部材１０を乳幼児
の手または足に装着した際に乳幼児の肌と反対側（非肌側）に位置する。第２の部材１０
ｂは、装着部材１０を乳幼児の手または足に装着した際に乳幼児の肌側に位置する。なお
、装着部材１０を第１の部材１０ａ及び第２の部材１０ｂのような複数の部材で構成する
必要はなく、一の部材で構成してもよい。
【００３９】
　装着部材１０（第１の部材１０ａ及び第２の部材１０ｂ）は、綿やポリエステル、金属
等、様々な材料で構成することが可能である。また、第１の部材１０ａと第２の部材１０
ｂとで異なる材料を用いてもよい。
【００４０】
　装着部材１０は、水洗いできる材料で構成されていることが望ましい。水洗いという簡
易な方法により、装着部材１０を衛生的に保つことができる。より具体的には、装着部材
１０は布製であることが望ましい。布製の装着部材１０は、水洗いを行っても腐食するこ
とが無い。また、乳幼児の肌に直接触れる装着部材１０を肌触りの良い布製とすることで
、センサー装置２を装着した場合であっても乳幼児は快適に過ごすことができる。
【００４１】
　なお、本実施形態の構成においては、装着部材１０のうち少なくとも乳幼児の肌に直接
触れる第２の部材１０ｂが布製であればよい。一方、センサー装置２を手または足に装着
した状態で乳幼児が手や足を動かした場合、センサー装置２が乳幼児の肌に当る可能性を
考慮すると、第１の部材１０ａも布のような肌触りの良い材料であることが望ましい。
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【００４２】
　また、装着部材１０において、少なくとも乳幼児の肌に接する部分をそれ以外の部分よ
りも薄い材料で構成することも可能である。具体例として、第２の部材１０ｂを第１の部
材１０ａよりも薄い材料で構成する。このような構成を用いることにより、たとえば、セ
ンサーユニット２０で乳幼児の体温を検出する場合、肌とセンサーユニット２０との距離
が近くなるため、より正確な検出が可能となる。また、図２において、第１の部材１０ａ
は無地で示しているが、様々なデザインが施されていてもよい。このように乳幼児の手ま
たは足に装着した状態において視認可能な場所にデザインを施すことにより、乳幼児のか
わいらしさ等を演出できる。また、乳幼児の唾液等が浸透することで、収容部１１（後述
）に内包されるセンサーユニット２０が故障しないよう、装着部材１０の材料として防水
性の高いものを用いてもよい。なお、布製の第１の部材１０ａと第２の部材１０ｂの内側
に防水性のシートを設けることで、外側の肌触りがよく且つ内側は防水性の高い装着部材
１０を提供することも可能である。
【００４３】
　装着部材１０は、センサーユニット２０を収容するための収容部１１を有する。本実施
形態において、収容部１１は、第１の部材１０ａと第２の部材１０ｂとによって形成され
る空間部分である（図２等参照）。第１の部材１０ａ及び第２の部材１０ｂの収容部１１
以外の領域は接着剤等により接着されている。収容部１１にセンサーユニット２０を収容
することで、センサーユニット２０は装着部材１０に内包される（図５参照）。よって、
洗うことが難しいセンサーユニット２０の汚れを防止できるため、センサー装置２を衛生
的に取り扱うことができる。また、センサーユニット２０がセンサー装置２の外部に露出
しないため、センサー装置２が誤って乳幼児の体に当った場合でも怪我をする可能性が低
い。
【００４４】
　更に、収容部１１には、センサーユニット２０を出入するための開口部１２が設けられ
ている。開口部１２は、収容部１１にセンサーユニット２０を入れた状態で開閉可能とな
っている。
【００４５】
　収容部１１に開口部１２を設け、且つ開閉可能とすることで、センサーユニット２０を
装着部材１０に内包した状態で開口部１２を閉じることができる（図５参照）。よって、
装着部材１０からセンサーユニット２０を外れ難くできる。そのため、乳幼児が装着部材
１０から分離したセンサーユニット２０を誤飲する恐れも低減できる。
【００４６】
　開口部１２を開閉可能とする構成として、開口部１２の内側（収容部１１側）に開閉部
１３が設けられている。本実施形態では、開口部１２において、第１の部材１０ａの肌側
の面に開閉部１３ａが設けられ、第２の部材１０ｂの非肌側の面であって、開閉部１３ａ
と対向する位置に開閉部１３ｂが設けられている。
【００４７】
　開閉部１３は、面ファスナー、ゴム等の弾性部材、金属製のファスナー、ボタン等を用
いることが可能である。但し、装着部材１０を水洗いすることを考慮すると、開閉部１３
は、腐食し難いもの、たとえば、面ファスナーで構成することが望ましい。
【００４８】
　また、開閉部１３（開閉部１３ａ及び開閉部１３ｂ）は、開口部１２が閉じられた際に
、外部に露出しない位置（開口部１２の端部よりも内側）に設けられている（図２及び図
５参照）。このように、開口部１２を閉じた状態で開閉部１３が外部に露出しないことで
、開閉部１３が乳幼児の肌に触れる機会を低減できる。
【００４９】
　装着部材１０は、一対のベルト部材（ベルト部材１４及びベルト部材１５）を含む。本
実施形態におけるベルト部材１４及びベルト部材１５は、第１の部材１０ａ及び第２の部
材１０ｂにより構成されている。ベルト部材１４は、第２の部材１０ｂの肌側の面に係合



(9) JP 2016-123436 A 2016.7.11

10

20

30

40

50

部１４ａを有する。ベルト部材１５は、第１の部材１０ａの非肌側の面に係合部１５ａを
有する。係合部１４ａ及び係合部１５ａは、互いに係合可能となっている。係合部１４ａ
及び係合部１５ａは、開閉部１３と同様、面ファスナー等で構成されている。
【００５０】
　ベルト部材１４及びベルト部材１５は、乳幼児の手または足のサイズに応じて係合位置
が変更可能となっている。具体例として、少なくとも一方の係合部１５ａの面積を他方の
係合部１４ａの面積よりも広く設けておくことにより、一方の係合部１５ａに対して他方
の係合部１４ａを係合させる位置を可変にできる。よって、手足のサイズが異なる乳幼児
に対しても装着部材１０を確実に装着させることができる。
【００５１】
（センサーユニット）
　センサーユニット２０は、乳幼児から各種の情報を取得する少なくとも１つのセンサー
を含む。本実施形態において、センサーユニット２０は、装着部材１０に形成された収容
部１１に開口部１２を介して出し入れできる。装着部材１０に対してセンサーユニット２
０を出し入れする方向を「出入方向」という（図６参照）。
【００５２】
　センサーユニット２０は、外装ケース２１、センサー２２、通信部２３及び電源２４を
含んで構成されている（図３及び図４参照）。
【００５３】
　外装ケース２１は、センサー２２、通信部２３及び電源２４を内包する部材である。外
装ケース２１は、プラスチックや金属等により形成されている。外装ケース２１は、出入
方向において、マイクロフォン２２ｂ（後述）が配置されている側に穴２１ａが形成され
ている。
【００５４】
　センサー２２は、乳幼児の各種情報を取得する。本実施形態において、センサー２２は
、加速度センサー２２ａ、マイクロフォン２２ｂ及び熱センサー２２ｃを含む。加速度セ
ンサー２２ａは加速度に基づいて乳幼児の動きを検出する。マイクロフォン２２ｂは乳幼
児の声を収集する。熱センサー２２ｃは乳幼児の体温を検出する。図４に示すように、穴
２１ａはマイクロフォン２２ｂが配置されている側に設けられている。このように、マイ
クロフォン２２ｂの近傍に穴２１ａを設けることにより、乳幼児の声を取得し易くなる。
【００５５】
　なお、センサー２２は上記例に限られない。たとえば、乳幼児の心拍を検出するための
心拍計をセンサー２２として含んでいてもよい。
【００５６】
　通信部２３は、センサー２２で取得されたデータをコンピューター３に送信する。電源
２４は、センサーユニット２０内の各種構成に対して電力を供給する。電源２４はたとえ
ば充電池であって、外部から充電するためのソケット（図示無し）を有する。
【００５７】
＜センサーユニットと装着部材との着脱＞
　次に、図５及び図６を参照して装着部材１０とセンサーユニット２０との着脱について
説明する。図５は、センサー装置２を乳幼児の手に装着した状態を示す図である。図６は
、センサーユニット２０を装着部材１０から取り出した状態を示す図である。
【００５８】
　センサー装置２は、装着部材１０の収容部１１にセンサーユニット２０を内包した状態
で乳幼児の手に装着される（図５参照）。
【００５９】
　図５の状態で使用を重ねることで、装着部材１０は汚れてくる。この場合、母親等は乳
幼児からセンサー装置２を外し、開口部１２（開閉部１２ａ）を開放してセンサーユニッ
ト２０を取り出す（図６参照）。センサーユニット２０を取り出した装着部材１０は、水
洗い等が可能となる。
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【００６０】
　取り出したセンサーユニット２０は、水洗い及び乾燥した後の装着部材１０に再度挿入
して利用することができる。或いは、センサーユニット２０を別の装着部材に取り付ける
ことで、センサー装置２を直ぐに乳幼児に装着させることができる。
【００６１】
　なお、センサー装置２を乳幼児に装着する際、外装ケース２１の穴２１ａが設けられて
いる側が乳幼児の顔側に向くように装着することで、乳幼児の声をより拾い易くできる。
そのため、装着部材１０には望ましい着用方向を示す表示（たとえば、穴２１ａが位置す
る側を矢印、文字等で示す）が記されていてもよい。
【００６２】
　このように、本実施形態に係るセンサー装置２は、乳幼児の身体に直接装着する装着部
材１０とセンサーユニット２０とを別部材で構成している。よって、装着部材１０からセ
ンサーユニット２０を取り外すことで、汚れやすい装着部材１０のみを洗う（または装着
部材１０のみを新たな装着部材と取り替える）ことができる。よって、センサー装置２を
衛生的に取り扱うことが可能となる。
【００６３】
＜センサー装置の変形例＞
　たとえば、乳幼児が動いた場合、センサー装置２が手足から外れる可能性がある。一方
、乳幼児はセンサー装置２が外れたことを母親等に伝えることができない。そこで、セン
サー装置２に乳幼児から外れたことを示す手段を設けることも可能である。
【００６４】
　この場合、センサーユニット２０内に警告部を設ける。警告部は、センサーユニット２
０外部に対して所定の警告を行う。警告部は、たとえば、外部に対して音を発するスピー
カー等を含む音響装置である。或いは、警告部は、外部に対して光を発する発光装置であ
る。
【００６５】
　警告部は、センサー２２からの出力が所定時間無い場合にコンピューター３から送信さ
れる警告信号に基づいて所定の警告を行う。たとえば、乳幼児の手足からセンサー装置２
が外れた場合、加速度センサー２２ａからの出力値はゼロとなる。コンピューター３は、
加速度センサー２２ａからの出力がゼロの状態が所定時間続いた場合には、センサー装置
２に警告信号を送信する。警告部は、通信部２３を介して警告信号を受信し、警告を発す
る。
【００６６】
　このような警告部を設けることにより、センサー装置２が乳幼児の手足から外れたこと
を母親等が認識しやすくなる。なお、警告信号を送る基準となるセンサー２２は、加速度
センサー２２ａに限らず、熱センサー２２ｃ等でもよい。
【００６７】
＜コンピューター＞
　図７～図１２を参照しつつ、コンピューター３の概略構成を説明する。
【００６８】
　乳幼児に装着されたセンサーユニット２０と通信可能なコンピューター３に、センサー
ユニット２０から出力された信号を処理して、乳幼児の睡眠状態の多さを評価する第１処
理Ｓ５１、センサーユニット２０から出力された信号を処理して、乳幼児の笑っている状
態の多さを評価する第２処理Ｓ５２、及びセンサーユニット２０から出力された信号を処
理して、乳幼児の動いている状態の多さを評価する第３処理Ｓ５３のうちの、少なくとも
二つの処理と、コンピューター３の画面に、乳幼児の気分状態の良さの程度を示す主イン
ジケーター５１１ａを備えた主アイコン５１１を表示させる処理Ｓ７と、主アイコン５１
１がタップ操作された場合に、少なくとも二つの処理に基づいて、コンピューター３の画
面に、乳幼児の睡眠状態の多さの程度を示す第１インジケーター５２１ａを備えた第１ア
イコン５２１、乳幼児の笑っている状態の多さの程度を示す第２インジケーター５２２ｂ
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を備えた第２アイコン５２２、及び乳幼児の動いている状態の多さの程度を示す第３イン
ジケーター５２３ｃを備えた第３アイコン５２３のうちの、少なくとも二つの処理に対応
する少なくとも二つのアイコンを表示させる処理（Ｓ６１～Ｓ６３）と、を実行させるプ
ログラムであって、主アイコン５１１を表示させる処理Ｓ７において、主インジケーター
５１１ａによって示される程度は、少なくとも二つのアイコンに備えられた各インジケー
ターによって示される程度に基づいて決定された程度である。
【００６９】
　より好ましいプログラムにおいては、少なくとも二つの処理は、第１処理Ｓ５１、第２
処理Ｓ５２、及び第３処理Ｓ５３であり、少なくとも二つのアイコンは、第１アイコン５
２１、第２アイコン５２２、及び第３アイコン５２３であり、主アイコン５１１を表示さ
せる処理において、主インジケーター５１１ａによって示される程度は、第１インジケー
ター５２１ａによって示される程度、第２インジケーター５２２ｂによって示される程度
、及び第３インジケーター５２３ｃによって示される程度に基づいて決定された程度であ
る。
【００７０】
　より好ましいプログラムにおいては、コンピューター３の画面のうち、主アイコン５１
１を表示させる画面、又は第１アイコン５２１と第２アイコン５２２と第３アイコン５２
３のうちの少なくとも二つのアイコンを表示させる画面の、少なくとも一つの画面に、乳
幼児を写した写真を表示させる。
【００７１】
　より好ましいプログラムにおいては、コンピューター３の画面のうち、主アイコン５１
１を表示させる画面、及び第１アイコン５２１と第２アイコン５２２と第３アイコン５２
３のうちの少なくとも二つのアイコンを表示させる画面に、乳幼児を写した写真を表示さ
せる。
【００７２】
　より好ましいプログラムにおいては、第２処理Ｓ５２と第３処理Ｓ５３が同時に実行さ
れており、第２処理Ｓ５２によって評価された乳幼児が笑っている状態の多さに応じて、
第３処理Ｓ５３に基づいて表示した第３インジケーター５２３ｃの値を変化させる。
【００７３】
　より好ましいプログラムにおいては、コンピューター３に、センサーユニット２０から
出力された信号を処理して、乳幼児の笑っている状態の声をコンピューター３に保存させ
る処理と、コンピューター３の画面に主アイコン５１１を表示させる前に、ログイン画面
を表示させる処理Ｓ１を実行させ、ログイン画面５００には、ログインのために必要な情
報を入力する入力部５０２と、所定の図柄が表されたアイコン５０３が表示され、ログイ
ン画面５００の入力部５０２に情報が入力され、図柄が表されたアイコン５０３がタップ
操作されると、コンピューター３に、主アイコン５１１を表示させて、乳幼児の笑ってい
る状態の声を再生させる処理を実行させる。
【００７４】
　より好ましいプログラムにおいては、図柄は、乳幼児が使用する吸収性物品に関連付け
られたキャラクターを表したものであり、コンピューター３に、ログイン画面５００にお
いて、キャラクターを表したアイコン５０３、入力部５０２、及び乳幼児の写真５０１を
表示させる処理を実行させる。
【００７５】
　より好ましいプログラムにおいては、センサーユニット２０は、マイクロフォン２２ｂ
を備えており、マイクロフォン２２ｂから出力された信号が所定の条件を満たした場合に
、乳幼児の笑っている状態の声を再保存することとし、再保存後に、ログイン画面５００
の図柄のアイコン５０３がタップ操作された場合には、コンピューター３に、再保存した
乳幼児の笑っている状態の声を再生させる処理を実行させる。
【００７６】
　より好ましいプログラムにおいては、センサーユニット２０は、加速度センサー２２ａ
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及びマイクロフォン２２ｂを備えており、加速度センサー２２ａから出力された信号を処
理して、乳幼児の睡眠状態の多さを評価する第１処理Ｓ５１と、加速度センサー２２ａ及
びマイクロフォン２２ｂから出力された信号を処理して、乳幼児の笑っている状態の多さ
を評価する前記第２処理Ｓ５２と、加速度センサー２２ａから出力された信号を処理して
、乳幼児の動いている状態の多さを評価する第３処理Ｓ５３を、コンピューター３に実行
させる。
【００７７】
　より好ましいプログラムにおいては、第１処理Ｓ５１は、乳幼児の睡眠状態の多さを、
所定時間内における、乳幼児の睡眠状態の時間に基づいて評価する処理であり、第２処理
Ｓ５２は、乳幼児の笑っている状態の多さを、所定時間から前記乳幼児の睡眠状態の時間
を除いた時間内における、乳幼児の笑っている時間に基づいて評価する処理である。
【００７８】
　より好ましいプログラムにおいては、コンピューター３の画面に、乳幼児の気分状態の
良さの程度を示す主インジケーター５１１ａを備えた主アイコン５１１とともに、乳幼児
の健康状態の良さの程度を示すインジケーター５１２ｂを備えたアイコン５１２と、乳幼
児の安全状態の良さの程度を示すインジケーター５１３ｃを備えたアイコン５１３とを表
示させる処理をコンピューター３に実行させる。
【００７９】
　より好ましいプログラムにおいては、ログイン後に表示された画面のアイコンの数と、
主アイコン５１１のタップ操作後に表示された画面のアイコンの数は同じであり、ログイ
ン後に表示された画面のアイコンの配置と、主アイコン５１１のタップ操作後に表示され
たときに画面のアイコンの配置は異なる。
【００８０】
　乳幼児に装着されたセンサーユニット２０の検知結果を用いて、乳幼児の睡眠状態の多
さを評価する第１ステップ、センサーユニット２０の検知結果を用いて、乳幼児の笑って
いる状態の多さを評価する第２ステップ、及びセンサーユニット２０の検知結果を用いて
、乳幼児の動いている状態の多さを評価する第３ステップのうちの、少なくとも二つのス
テップと、センサーユニット２０と通信可能なコンピューター３の画面に、乳幼児の気分
状態の良さの程度を示す主インジケーター５１１ａを備えた主アイコン５１１を表示させ
るステップと、主アイコン５１１がタップ操作された場合に、少なくとも二つのステップ
に基づいて、コンピューター３の画面に、乳幼児の睡眠状態の多さの程度を示す第１イン
ジケーター５２１ａを備えた第１アイコン５２１、乳幼児の笑っている状態の多さの程度
を示す第２インジケーター５２２ｂを備えた第２アイコン５２２、及び乳幼児の動いてい
る状態の多さの程度を示す第３インジケーター５２３ｃを備えた第３アイコン５２３のう
ちの、少なくとも二つのステップに対応する少なくとも二つのアイコンを表示させるステ
ップと、を備えた育児支援方法であって、主アイコン５１１を表示させるステップにおい
て、主インジケーター５１１ａによって示される程度は、少なくとも二つのアイコンに備
えられた各インジケーターによって示される程度に基づいて決定された程度である。
【００８１】
　乳幼児に装着されたセンサーユニット２０と通信可能な育児支援システムであって、セ
ンサーユニット２０から出力された信号を処理して、乳幼児の睡眠状態の多さを評価する
第１処理部３１２ａ、センサーユニット２０から出力された信号を処理して、乳幼児の笑
っている状態の多さを評価する第２処理部３１２ｂ、及びセンサーユニット２０から出力
された信号を処理して、乳幼児の動いている状態の多さを評価する第３処理部３１２ｃの
うちの、少なくとも二つの処理部と、コンピューター３の画面に、乳幼児の気分状態の良
さの程度を示す主インジケーター５１１ａを備えた主アイコン５１１を表示させる処理部
３１１と、主アイコン５１１がタップ操作された場合に、少なくとも二つの処理に基づい
て、コンピューター３の画面に、乳幼児の睡眠状態の多さの程度を示す第１インジケータ
ー５２１ａを備えた第１アイコン５２１、乳幼児の笑っている状態の多さの程度を示す第
２インジケーター５２２ｂを備えた第２アイコン５２２、及び乳幼児の動いている状態の
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多さの程度を示す第３インジケーター５２３ｃを備えた第３アイコン５２３のうちの、少
なくとも二つの処理に対応する少なくとも二つのアイコンを表示させる処理部３１２と、
を備え、主アイコン５１１を表示させる処理部３１１において、主インジケーター５１１
ａによって示される程度は、少なくとも二つのアイコンに備えられた各インジケーターに
よって示される程度に基づいて決定された程度である。
【００８２】
　乳幼児に装着されたセンサーユニット２０と通信可能なコンピューター３に、センサー
ユニット２０から出力された信号を処理して、乳幼児の体温を評価する第１１処理、セン
サーユニット２０から出力された信号を処理して、乳幼児の心拍数を評価する第１２処理
、及びセンサーユニット２０から出力された信号を処理して、乳幼児のおむつ交換の頻度
を評価する第１３処理のうちの、少なくとも二つの処理と、コンピューター３の画面に、
乳幼児の健康状態の良さの程度を示すＨＥＡＬＴＨインジケーター５１２ｂを備えたＨＥ
ＡＬＴＨアイコン５１２を表示させる処理と、ＨＥＡＬＴＨアイコン５１２がタップ操作
された場合に、少なくとも二つの処理に基づいて、コンピューター３の画面に、乳幼児の
体温を示すＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥインジケーター５３１ａを備えたＴＥＭＰＥＲＡＴＵ
ＲＥアイコン５３１、乳幼児の心拍数を示すＨＥＡＲＴＢＥＡＴインジケーター５３２ｂ
を備えたＨＥＡＲＴＢＥＡＴアイコン５３２、及び乳幼児のおむつ交換の頻度を示すＤＩ
ＡＰＥＲ　ＣＨＡＮＧＥＳインジケーター５３３ｃを備えたＤＩＡＰＥＲ　ＣＨＡＮＧＥ
Ｓアイコン５３３のうちの、少なくとも二つの処理に対応する少なくとも二つのアイコン
を表示させる処理と、を実行させるプログラムであって、ＨＥＡＬＴＨアイコン５１２を
表示させる処理において、ＨＥＡＬＴＨインジケーター５１２ｂによって示される程度は
、少なくとも二つのアイコンに備えられた各インジケーターによって示される程度に基づ
いて決定された程度である。
【００８３】
　少なくとも二つの処理は、第１１処理、第１２処理、及び第１３処理であり、少なくと
も二つのアイコンは、ＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥアイコン５３１、ＨＥＡＲＴＢＥＡＴアイ
コン５３２、及びＤＩＡＰＥＲ　ＣＨＡＮＧＥＳアイコン５３３であり、ＨＥＡＬＴＨア
イコン５１２を表示させる処理において、ＨＥＡＬＴＨインジケーター５１２ｂによって
示される程度は、ＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥインジケーター５３１ａによって示される程度
、ＨＥＡＲＴＢＥＡＴインジケーター５３２ｂによって示される程度、及びＤＩＡＰＥＲ
　ＣＨＡＮＧＥＳインジケーター５３３ｃによって示される程度に基づいて決定された程
度であることが好ましい。
【００８４】
　また、第１３処理は、ＤＩＡＰＥＲ　ＣＨＡＮＧＥＳアイコン５３３のタップ操作の回
数を、乳幼児のおむつ交換を行った回数として評価する処理であることが好ましい。
【００８５】
　乳幼児のおむつ交換が所定時間行われなかったと判定した場合に、第１３処理に基づい
て表示したＤＩＡＰＥＲ　ＣＨＡＮＧＥＳインジケーター５３３ｃの値を変化させる処理
を、コンピューター３に実行させることが好ましい。
【００８６】
　乳幼児のおむつ交換が所定時間行われなかったと判定した場合であって、センサーユニ
ットから出力された信号を処理して、乳幼児が泣いている状態であると判定した場合は、
ＳＡＦＥＴＹインジケーター５１３ｃを備えたＳＡＦＥＴＹアイコン５１３を用いて警告
表示させる処理を、コンピューター３に実行させることが好ましい。
【００８７】
　さらに、第１３処理によって評価された乳幼児のおむつ交換の頻度と無関係に、ＨＡＰ
ＰＩＮＥＳＳインジケーター５１１ａの値を変化させる処理をコンピューター３に実行さ
せることが好ましい。
【００８８】
　コンピューター３の画面に、ＨＥＡＬＴＨアイコン５１２、ＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥア
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いない場合であっても、第１１処理において乳幼児の体温が所定の範囲外と評価された場
合、又は、第１２処理において乳幼児の心拍数が所定の範囲外と評価された場合には、コ
ンピューター３の画面に警告表示を行う処理を、コンピューター３に実行させることが好
ましい。
【００８９】
　また、上記の実施形態は、プログラムが前述した各種の処理をコンピューター又はマイ
クロプロセッサに実行させることにより実現可能である。この場合、全ての処理をプログ
ラムとして準備していてもよいし、一部の処理をハードウェアに処理させ残りの処理をプ
ログラムとして準備していてもよい。
　また、実行可能なプログラムが記憶された非一時的なコンピューター可読媒体（non-tr
ansitory computer readable medium with an executable program thereon）を用いて、
コンピューターにプログラムを供給することも可能である。なお、非一時的なコンピュー
ターの可読媒体の例は、磁気記録媒体（例えばフレキシブルディスク、磁気テープ、ハー
ドディスクドライブ）、ＣＤ－ＲＯＭ（Read Only Memory）等がある。
【００９０】
　上記実施形態は、例として提示したものであり、発明の範囲を限定するものではない。
たとえば、上記実施形態では、装着部材にセンサーユニット全てを内包する構成について
述べたが、必ずしもセンサーユニットが装着部材に内包されている必要はない。また、セ
ンサーユニットの装着部材への着脱についても、たとえば、機械的なコネクタ構成により
センサーユニットと装着部材と連結することでもよい。これらの構成は、適宜組み合わせ
て実施することが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置き換え、
変更を行うことができる。それらの実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に含まれる
と同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００９１】
　１　乳幼児用モニタリングシステム
　２　センサー装置
　３　コンピューター
　１０　装着部材
　１０ａ　第１の部材
　１０ｂ　第２の部材
　１１　収容部
　１２　開口部
　１３、１３ａ、１３ｂ　開閉部
　１４、１５　ベルト部材
　１４ａ、１５ａ　係合部
　２０　センサーユニット
　２１　外装ケース
　２１ａ　穴
　２２　センサー
　２２ａ　加速度センサー
　２２ｂ　マイクロフォン
　２２ｃ　熱センサー
　２３　通信部
　２４　電源
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摘要(译)

提供一种能够被卫生处理的婴儿传感器装置。解决方案：一种用于将从
婴儿获取的信息输出到计算机的婴儿传感器装置，包括：安装在婴儿的
手或脚上的安装构件;以及传感器单元，包括用于获取所述信息的至少一
个传感器。所述传感器单元可以安装在所述安装构件上并从所述安装构
件拆卸
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